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この冊子は１部当たり約24円で作成しています。

（ただし人件費など間接経費は含まれていません）

また、企業広告による掲載料は、広報伊万里発行

の印刷費の財源となっています。

広報

輝け！イマリ！伊万里駅前の通りを彩る県内最大級のイルミネーション（来年１月 14日まで）
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見えてきた！

西九州自動車道の姿
　〜夢がいよいよ現実に〜

　

西
九
州
自
動
車
道
は
、
福
岡
市

を
起
点
と
し
て
、
唐
津
市
、
伊
万

里
市
、
松
浦
市
、
佐
世
保
市
を
経

由
し
て
武
雄
市
に
至
る
延
長
約
150

㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
九
州

西
北
部
の
地
域
経
済
の
活
性
化
、

高
速
定
時
制
の
確
保
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
伊
万
里
市
を
通
る

区
間
は
、
現
在
、
一
部
開
通
（
浜

玉
IC
〜
唐
津
IC
）
し
て
い
る
唐
津

道
路
か
ら
延
び
る
『
唐
津
伊
万
里

道
路
』、
南
波
多
町
府
招
〜
東
山
代

町
長
浜
間
の
『
伊
万
里
道
路
』、
東

山
代
町
長
浜
〜
長
崎
県
松
浦
市
志

佐
町
間
の
『
伊
万
里
松
浦
道
路
』

の
３
区
間
41
・
９
㌔
（
う
ち
市
内

24
・
２
㌔
）
で
、
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
佐
賀
国
道
事
務
所

に
よ
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
夢
と
思
わ
れ
て
い
た

西
九
州
自
動
車
道
も
、
着
々
と
事

業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
道

路
の
も
た
ら
す
効
果
や
事
業
の
進

捗
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集

西九州自動車道
　 伊万里道路予定ルート
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特集　見えてきた！　西九州自動車道の姿

西九州自動車道ができるとこんな効果が !!
伊万里から福岡など各都市への所要時間が大きく短縮されます。
これにより、産業・物流・防災・観光など市の発展に大きく寄与します。

伊万里牛
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Ｎishi Ｋyushu Expressway

西九州自動車道 (伊万里市区間 )の進捗状況

唐 津伊万里道路は、大きく分け

て現在３地区で事業が進めら

れています。

①重橋・谷口・古里地区は、９月末

に谷口 IC（仮称）の設計協議が

完了。12 月までに幅杭を設置し、

その後、用地調査に着手される予

定となっています。

②大曲・高瀬・井手野・原屋敷地区
は、平成 17 年度から用地買収が

行われています。

③府招地区は、現在、用地調査中で

あり、平成 20 年１月以降に用地

説明会の開催が予定されています。

　伊万里松浦道路は、伊万里西IC（仮

称）〜山代 IC（仮称）間で、８月に

３地区で測量立ち入り説明会が開催

され、現在、路線測量が行われてい

ます。また、山代 IC（仮称）〜県

境間では、11 月に３地区で用地説

明会が開催され、現在、用地買収に

着手されています。

　伊万里道路は、本年３月４日、啓

成中学校で測量着手を記念して事業

着手式が行われ、校内の敷地に記念

の基準点が設置されました。

　この路線は、本年 11 月までに６

地区で測量立ち入り説明会が開催さ

れ、現在、路線測量が行われていま

す。

市内の区間 23.7 ㌔の事業も各地で着々と進められており
西九州自動車道の整備が本格化しています。

❹設計協議

　　　　完了

❼調印と
　登記手続き
　　　　実施中

❺用地測量と
　物件調査
　　　　実施中

❸測量・地質調査
　　　　　実施中
❺用地測量と
　物件調査
　　　　実施中

❸測量・地質調査
　　　　実施中

伊万里道路着手式
（啓成中：3月 4日）

■唐津伊万里道路　唐津市中原〜南波多町府招　　延長約 18.1 ㌔（うち市内 7.5 ㌔）

■伊万里道路　　　南波多町府招〜東山代町長浜　延長約 6.6 ㌔

■伊万里松浦道路　東山代町長浜〜長崎県松浦市　延長約 17.2 ㌔（うち市内10.1 ㌔）
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特集　見えてきた！　西九州自動車道の姿

西九州自動車道沿線首長サミット in からつ

西 九州自動車道の早期完成を願

い『西九州自動車道沿線首長

サミット in からつ』が 10 月 27 日、

唐津市鎮西町の名護屋城博物館ホー

ルで開かれました。

　これは、福岡、佐賀、長崎の３県

と福岡市で構成される『西九州自動

車道建設促進期成会』の主催で行わ

れたもので、この日は、同３県から

塚部市長をはじめ５市長などが出

席。国土交通省九州整備局鈴木克宗

局長や、テレビキャスターの山本華

世さんによる講演に続き、５市長に

よるパネルディスカッションが行わ

れ、沿線の市長から活発な意見が出

されました。

　その中で塚部市長は、西九州自動

車道を活かした３つのまちづくりに

ついて考えを述べました。

　一つ目は『安全・安心な暮らしの
まちづくり』で、昨年の９月の集中

豪雨により府招地区で地滑りが発生

し、災害から一年以上経った現在も、

国道 202 号は仮設道路を通ってい

る状況です。安全・安心な暮らしの

実現のために西九州自動車道は、今

の国道 202 号のバイパスとしての

機能が期待できます。

れることはありません。福岡まで１

時間という環境が整えば、伊万里で

子どもを産み育て暮らしていく人が

増えると期待できます。このような

まちづくりを進めるためにも、西九

州自動車道の早期完成が必要不可欠

と訴えました。

　最後に塚部市長が、西九州自動車

道の一日も早い完成と、道路特定財

源の堅持を求めたサミット宣言文を

読み上げ採択され、地方の声として

力強く発信しました。

　二つ目は『活発な産業のまちづく
り』で、伊万里港は、コンテナ取扱

量が博多港、北九州港に次いで九州

３位で物流の拠点となっています。

将来、伊万里港が博多港の補完港と

なるためや、企業誘致、観光振興な

どのためにも、福岡空港から伊万里

まで１時間というのが一つの目安と

考えています。

　三つ目は『少子高齢化に歯止めを
かけるまちづくり』で、今は情報化

時代で、田舎にいても情報を取り遅

西九州自動車道の『早期完成』と『道路特定財源の堅持』を求め
３県５市長が宣言の採択を行い、地方の声を発信。

　

こ
れ
ま
で
、

高
速
交
通
体
系

か
ら
遅
れ
て
い

た
伊
万
里
市
も
、

い
よ
い
よ
西
九

州
自
動
車
道
が

現
実
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
は
、

港
を
中
心
に
発

展
し
て
き
た
歴

史
を
感
じ
さ
せ

る
街
で
す
。
今

後
は
、
地
域
間

交
流
や
物
流
な
ど
に
効
果
が

あ
る
西
九
州
自
動
車
道
を
有

効
に
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
沿
線
の
皆
様
方
に
は
、

測
量
立
ち
入
り
や
設
計
協
議

の
説
明
会
な
ど
で
何
度
も
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
市
で
は
こ
れ
か
ら

も
、
西
九
州
自
動
車
道
の
早

期
完
成
に
向
け
て
誠
心
誠
意

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

市国道港湾対策課
副課長  副島 康徳

西九州道の早期完成に向け
皆さんのご協力をお願いします
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　伊万里市さわやか窓口サービス事業

『表にとびだした窓口サービス』12 月からスタート！

　これは、高齢や心身に障害があるなど、一人で市役所へ出向く

ことが困難で、かつ、家族などによる申請も難しい人のご自宅へ、

職員が出向いて窓口事務を行う新たな市民福祉サービスです。

　料金は、市役所の窓口と同じ手数料のみで、宅配に伴う費用は

必要ありません。

住民票や所得証明書などの  無
・
料
・
宅
・
配
・

 をはじめます

　

外
出
や
家
族
に
よ
る
申
請
が
難

し
い
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人

①
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不
自

由
ま
た
は
視
覚
障
害
）、
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
人

③
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護

認
定
で
同
居
者
が
主
に
介
護
を

し
て
い
る
人

④
生
後
５
か
月
未
満
の
乳
児
が
い

る
人

　

各
種
証
明
書
、
申
請
受
付
お
よ

び
宅
配
で
の
交
付
は
、
左
記
の
担

当
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
住
民
票
が
必
要
な
場

合
に
は
、
電
話
で
市
役
所
市
民
課

へ
ご
連
絡
い
た
だ
く
と
、
ご
依
頼

の
住
民
票
を
持
っ
た
担
当
職
員
が

ご
自
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。
職
員

が
到
着
し
た
ら
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
住
民

票
の
交
付
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

住
民
票
は
１
通
あ
た
り
300
円
の
手

数
料
が
必
要
で
す
。

※
本
人
確
認
の
た
め
、
保
険
証
や

運
転
免
許
証
な
ど
を
ご
用
意
く

だ
さ
い

　

市
役
所
開
庁
日
の
午
前
中
ま
で

に
ご
連
絡
を
済
ま
せ
る
と
、
原
則
、

当
日
の
午
後
３
時
か
ら
５
時
ま
で

の
時
間
に
宅
配
し
ま
す
。
宅
配
時

間
は
、
ご
連
絡
時
に
打
合
せ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
連
絡
が
午
後
の
場
合
に
は
、

原
則
、
翌
日
（
市
役
所
開
庁
日
）

の
午
後
３
時
か
ら
５
時
ま
で
の

時
間
と
な
り
ま
す

　

市
内
に
限
り
、
住
所
地
で
交
付

し
ま
す
。

　

無
料
で
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
の
担
当
課
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い

◆市民課……………【☎㉓２１４３】

○住民票謄本・抄本（１通 300円）

○印鑑登録証明書　　（１通 300円）

○母子健康手帳

◆長寿社会課………【☎㉓２１５３】

○介護保険の要介護認定手続き

○介護保険被保険者証再発行

○国民健康保険被保険者証再発行

○国民健康保険高齢受給者証再発行

○老人医療受給者証再発行

◆福祉課……………【☎㉓２１５６】

○身体障害者手帳

○療育手帳

○福祉タクシー助成券

○重度心身障害者医療費受給資格更新

○補装具交付

◆税務課……………【☎㉓２１４６】

○所得証明書（１通 300円）

○課税証明書（１通 300円）

○固定資産評価証明書（１物件 300円）

○納税証明書（１通 300円）

宅配できる証明書や手続き
（　）は、証明書などの手数料の金額

　
　

利
用
で
き
る
人

　
　

利
用
方
法

　
　

宅
配
時
間

　
　

申
込
先

　
　

宅
配
範
囲

　
　

宅
配
手
数
料

外出が難しい高齢者や障害者などの方を対象にサービス
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インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　市役所の一般業務は、12月 29日（土）から１月３日（木）まで休業
します。ただし、出生、死亡、婚姻など、戸籍の届出は休み中でも当直
室で受け付けます。なお、主な施設･業務の休業日は次のとおりです。

【施設】
◆市民図書館…………………… 12 月 28 日〜１月３日
◆市民センター･市民会館…… 12 月 29 日〜１月３日
◆国見台運動公園……………… 12 月 29 日〜１月３日
【業務】
◆ごみの収集…………………… １月 １ 日〜１月３日
※この期間中は、集積所へごみを出さないでください
◆し尿の汲み取り……………… 12 月 29 日〜１月３日
◆野犬の捕獲…………………… 12 月 21 日〜１月６日
◆犬の引き取り………………… 12 月 27 日〜１月６日
◆猫の引き取り………………… 12 月 26 日〜１月６日

　環境センターへの
　年末のごみ搬入はお早めに！
　環境センターは、毎年 12 月 29 日から31 日まで
開所していますが、搬入車両が多いため大変混雑
します。早めの搬入をお願いします。

●受付時間　午前８時 30 分から午後４時まで
　　　　　　※正午から午後１時までを除く
●家庭ごみ　100 ㎏まで 250 円
　の手数料　　50 ㎏増すごとに 125 円加算
　　　　　　※小銭のご用意をお願いします
◆環境センターにごみの持ち込みができない日
　１月１日〜１月３日、６日
※６日（日）は、センターの設備点検のため閉所

■問合先　生活環境課（　 ☎㉓２１４５）

　ツル飛来のシーズンを前に 11 月９日、東山代町長浜

干拓に実物大のマナヅルとナベヅルの２家族、計６体の

デコイ（模型）が設置されました。

　この日は、長崎･野生生物環境研究所鴨川誠所長（名

城大学農学部特任教授）や日本野鳥の会自然保護室古南

幸弘室長、伊万里鶴の会（一ノ瀬秀春代表）などの指導で、

県の愛鳥モデル校の東山代小学校５年生の児童 47 人が、

総合学習の一環として設置に参加しました。

　児童たちは「ツルがいっぱい来ますように」と願いを込

めながらデコイを設置。周囲にはくず米などのえさをま

き、ツルの飛来と越冬の環境を整えました。また、近くに

は 11 月２日から滞在するマナヅルの成鳥２羽の姿があ

り、児童たちは歓声をあげながら望遠鏡で観察しました。

　なお、長浜干拓は、来年２月 29 日まで立ち入りが禁

止されていますので、皆さんのご協力をお願いします。

ツルの越冬大作戦スタート！

年末 ･ 年始はお休み します

※通常の犬･猫の引き取り業務
◆犬の引き取り　毎週月曜日･水曜日　午前 11 時まで
◆猫の引き取り　毎週第２･４火曜日　午前 11 時まで
■問合先　伊万里保健福祉事務所（☎㉓２１０１）

ツルがいっぱい来ますように

東山代小５年生が ツルのデコイ設置

　　　ツルの飛来状況 （11 月 20 日現在）

◆ 10 月 25 日（木）　ナベヅル３羽（立ち寄り）

◆ 11 月 ２ 日（金）　マナヅル２羽（滞在中）

※最新のツルの飛来・滞在状況などは、市のホームペー
　ジで確認できます。アクセスしてみてください

昨年10月〜今年４月には

６羽のマナヅルが越冬し、

ナベヅルを含む542羽が

立ち寄りました

■問合先（☎㉓２１５９）

　農山漁村整備課
現在滞在中のマナヅル
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インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
　

市
民
病
院
は
、
よ
り
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
よ
う
、
最
新
の
64
列
マ
ル
チ
ス

ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｔ
は
、
寝
た
状
態
で
身
体
か
ら
得

ら
れ
た
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
し
、

三
次
元
画
像
を
映
し
出
し
て
心
臓
、
冠
動
脈
、

頭
部
、
腹
部
な
ど
の
疾
患
の
発
見
や
病
変
検

出
に
有
効
で
す
。
ま
た
、
一
度
に
広
範
囲
の

検
査
が
可
能
に
な
り
、
検
査
時
間
も
こ
れ
ま

で
の
Ｃ
Ｔ
と
比
べ
て
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
の
様
々
な
最

新
機
能
を
生
か
し
て
、
病
気
の
早
期
発
見
と

治
療
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
心
臓
の
検

査
だ
け
で
は
な
く
胃
や
大
腸
の
内
視
検
査

や
、
そ
の
他
の
部
位
の
が
ん
の
診
断
と
し
て

も
力
を
発
揮
し
ま
す
。

■
問
合
先　

伊
万
里
市
立
市
民
病
院

（　

☎
㉓
４
１
２
１
）

あなたも『広報伊万里』の紙面づくりに参加しませんか

短時間で広範囲の検査が可能　心臓ＣＴ検査の特徴とメ
リットは、まず、短時間で
終了することがあげられま
す。検査前後１時間ずつの
脈拍チェックが必要です
が、実際の検査は 15 秒程
度で終了します。また、冠
動脈の情報が豊富で、急性
心筋梗塞の原因となるプ
ラーク（血管内のコレステ
ロールの沈着）を鮮明に抽
出します。
　ただし、不整脈がある人、
腎機能障害のある人、造影
剤アレルギーのある人は、
検査ができないことがあり
ます。

市
民
病
院
に
最
新　
　

C
T
装
置
を
導
入

64列マルチスライス

市
民
病
院
内
科
長

松
永
和
雄　

医
師

寝た状態で 15 秒程度の短時間で検査できる
最新 64 列マルチスライス CT 装置

東陵中学校・
平尾千尋さんの『広報
伊万里・職場体験記』（広報
伊万里・平成 19 年９月号）

■
担
当
し
て
も
ら
う
内
容

　
『
広
報
伊
万
里
』
の
特
集
な
ど

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
の
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す

■
募
集
人
員　

１
人
（
１
組
）

■
募
集
期
限　

12
月
28
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

　

あ
な
た
が
取
り
組
ん
で
み
た
い
リ
ポ
ー
ト

の
タ
イ
ト
ル
と
そ
の
理
由
を
簡
単
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募

く
だ
さ
い

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
う
え
決

定
し
ま
す

■
申
込
・
問
合
先　

　

〠
８
４
８
‐
８
５
０
１

　

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

　

伊
万
里
市
役
所　

情
報
広
報
課
広
報
係

　
（　

☎
㉓
４
３
１
３   

    
㉓
８
９
６
０
）

　
　
　
　
　
　
　

 

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kouhou@
city.im

ari.lg.jp

市民リポーターを大募集！
山
口
県
立
大
・
松
尾
圭
祐
さ
ん
の
リ

ポ
ー
ト『
障
害
者
の
自
立
を
め
ざ
し
て
』

　
　
　
　
　
　
（
広
報
伊
万
里
・
平
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

19
年
11
月
号
）



9 �007.1�
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波
多
津
公
民
館
が
文
部
科
学
省
の
『
平
成

19
年
度
優
良
公
民
館
』
に
選
ば
れ
、
10
月
22

日
、
小
杉
道
久
波
多
津
公
民
館
長
に
文
部
科

学
大
臣
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
全
国
の
公
民
館
の
う

ち
、
特
に
事
業
内
容
・
方
法
な
ど
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
地
域
住
民
の
学
習
活
動
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
優
良
公
民
館
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
全
国
で
56
館
（
県
内
は
２
館
）

の
公
民
館
が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
伊
万
里
市
教
育
委
員
会
表
彰

が
伊
万
里
市
役
所
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
、
伊
万
里
市
の

教
育
の
振
興
、
発
展
に
貢
献
し
た
人
に
対
し

て
、
市
教
育
委
員
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
学
校
教
育
関
係
】

　

立
石　

正
人
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　
　

合　

隆
夫
さ
ん
（
二
里
町
）

　

古
藤　

倫
彦
さ
ん
（
大
川
町
）

　

山
口　

作
雄
さ
ん
（
松
浦
町
）

　

吉
永
德
太
郎
さ
ん
（
二
里
町
）

　

宝
藏
寺
喜
佳
さ
ん
（
大
川
内
町
）

【
社
会
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
】

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
草
ひ
ば
り　
（
立
花
町
）

　

井
手　

正
範
さ
ん
（
大
坪
町
）

　

酒
谷　

恵
美
さ
ん
（
波
多
津
町
）

　

田
中
紘
一
郎
さ
ん
（
波
多
津
町
）

　

牧
瀬　
　

翼
さ
ん
（
東
山
代
町
）

　地域づくりの拠点として、高尾山を会

場に地域おこしに関する青壮年による研

究討議や、幼保小中学校と連携した読書

イベントや読み聞かせなど、特色のある

事業を実施している。特に『波多津っ子

集合！』は、波多津の海や山を活かした

子どもたちと保護者の体験活動で、公民

館を中心に教育機関、青少年育成町民会

議、農協、漁協など地域住民の連携のもと、

子どもたちの郷土愛と地域の連帯感を育

む事業として大きな成果を挙げている。

　秋の火災予防運動初日の 11 月９
日、少年消防防火書道大会・防火
ポスターコンクールの表彰式が市
消防本部でありました。
　受賞者は次のとおりです。

最優秀賞
　岩﨑　夕季さん（大川内小６年）
優秀賞
　津上　史穂さん（牧島小６年）
　桒原　叶帆さん（大坪小６年）
　古賀　　梓さん（南波多小６年）
　大宅　　暁さん（二里小６年）
　永島　瑛帆さん（山代東小６年）

最優秀賞
　木戸　希美さん（黒川小６年）
　沼田　佳輝さん（伊万里中１年）
優秀賞
　樋渡　健太さん（大坪小２年）
　松本くるみさん（山代東小４年）
　樋渡さくらさん（伊万里中１年）
　原田　祐有さん（伊万里中２年）
　森　　礼嘉さん（伊万里中３年）

防火書道・ポスター表彰

防火ポスターコンクール

少年消防防火書道大会

波
多
津
が
全
国
の
『
優
良
公
民
館
』
に

波多津公民館の表彰理由

文部科学省から優良公
民館に選ばれ、表彰状
を手にする小杉館長
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伊
万
里
市
教
育
委
員
会

で
は
、
来
春
小
学
校
に
入

学
す
る
子
ど
も
に
、
学
校

生
活
で
必
要
な
基
本
的
な

習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら

う
た
め
の
保
護
者
向
け
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
『
も
う
す
ぐ
１
年
生
』

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

先
に
行
わ
れ
た
就
学
時
健
康
診

断
や
３
学
期
に
行
わ
れ
る
入
学
説

明
会
な
ど
で
入
学
予
定
の
612
人
の

保
護
者
に
配
付
し
、
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
の

中
に
は
、
急
激
な
環
境
の
変
化
に

戸
惑
い
、
学
校
生
活
に
慣
れ
る
の

に
時
間
の
か
か
る
子
ど
も
も
い

ま
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
ス
ム
ー

ズ
に
小
学
校
生
活
に
入
れ
る
よ

う
、『
も
う
す
ぐ
１
年
生
』
を
家
族

み
ん
な
で
よ
く
読
ん
で
、『
返
事
』

『
片
付
け
』『
衣
服
の
着
脱
』
な
ど
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
入
学
ま
で

に
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
『
ま
も
る
く
ん
・
チ
キ
ン
ト
く

ん
』
が
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
務
め
る
『
テ
レ
ビ
消
し
、
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』
の
取
組
み

と
合
わ
せ
て
、
健
康
で
楽
し
い
小

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

『
も
う
す
ぐ
１
年
生
』
し
っ
か
り
読
ん
で
入
学
準
備

　
『
美
し
い
言
葉
と
豊
か
な
心
を
育
て
る
青
少
年
の
集
い
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
41
回
目
と
な
る
伊
万
里
市
子
ど
も
話

し
方
大
会
が
11
月
３
日
、
黒
川
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
各
町
の
子
ど
も
会
を
代
表
し
て
小
学
生
16
人
、

中
学
生
14
人
が
参
加
。
家
族
や
友
人
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
身

近
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
テ
ー
マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
言
葉
で
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

自
分
の
言
葉
で
力
強
く
発
表

中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

自然が輝く街 伊万里

　国見中３年
　川内かな子さん

朝ごはんってすごい

　伊万里小６年
　古川　愛理さん

海と山と人と
　黒川小６年
　丸田　紘路さん

テニス、そして
人との出会い
　国見中３年
　古賀　凌太さん

小学校最後の相撲大会
　波多津東小６年
　古川　隆介さん

未来の僕達への宿題
　山代中３年
　宮地　恵太さん

菊地恵楓園を訪ねて
　啓成中３年
　東　美紗都さん

僕の中学野球
　南波多中３年
　前田　拓磨さん

最優秀賞最優秀賞

優秀賞優秀賞

優良賞

優良賞

優良賞

キャプテンとして思うこと
　大川内小６年
　権藤　策茉さん

優良賞

別れと出会い
　松浦小６年
　川畑　浩太郎さん

優良賞

優良賞

チキントくん まもるくん

第
41
回
伊
万
里
市
子
ど
も
話
し
方
大
会

テレビ消し
　早寝早起き
　　朝ご飯
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あ
な
た
ら
し
く
、
わ
た

し
ら
し
く
す
べ
て
の
人
が

き
ら
め
く
ま
ち
を
め
ざ
し

て
・
・
・

　

男
女
共
同
参
画
都
市
宣

言
か
ら
、
ま
も
な
く
７
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
男
だ
か
ら
』『
女
だ
か

ら
』『
男
の
く
せ
に
』『
女

の
く
せ
に
』
と
い
う
社
会

の
意
識
が
そ
の
人
の
可
能

性
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
と

し
た
ら
、
大
変
悲
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
認

め
合
い
、
支
え
あ
う
社
会

に
な
っ
て
い
け
た
ら
い
い

で
す
ね
。

　

家
庭
、
学
校
、
社
会
の

中
で
の
風
景
が
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

に
行
く
と
夫
婦
連
れ
と
と

も
に
、
男
性
が
一
人
で
買

い
物
を
し
て
い
る
姿
が

よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子
ど
も

見
守
り
隊
な
ど
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
地
域
の
連
携
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

中
林
梧
竹
（
１
８
２
７
～
１

９
１
３
）
は
、
小
城
市
小
城
町

の
出
身
で
、
明
治
時
代
の
三さ

ん
ぴ
つ筆

に
数
え
ら
れ
ま
す
。
書
聖
と
も

称
さ
れ
、
近
代
書
道
の
革
新
に

先せ
ん
べ
ん鞭

を
つ
け
ま
し
た
。

　

明
治
41
年
（
１
９
０
８
）、
82

歳
ご
ろ
は
小
城
市
三
日
月
町
に

暮
ら
し
、
伊
万
里
地
方
に
も
長

く
滞
在
し
て

い
ま
す
。
こ

の
墨
跡
は
、

そ
の
こ
ろ
に

書
か
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
「
聖
代
文

明
」
と
は
、

明
治
天
皇
の

御み

よ世
、
日
本

が
富ふ

こ
く
き
ょ
う
へ
い

国
強
兵

政
策
に
よ
っ

て
急
速
に
近

代
化
を
と

げ
、
日
露
戦
争
の
勝
利
を
機
に
、

文
明
国
と
し
て
の
名
声
が
世
界

へ
広
ま
っ
た
、
そ
の
世
相
を
反

映
し
た
も
の
で
す
。

　

額が
く
そ
う装
さ
れ
、
縦
81
・
４
㌢
、

横
288
㌢
で
す
。
絹け

ん
ぽ
ん本

に
謹き

ん
げ
ん厳

な
篆て

ん
し
ょ
た
い

書
体
で
右
か
ら
書
き
連

ね
、
右
側
に
は
「
梧ご

竹ち
く

深し
ん

處し
ょ

」

「
曽そ

う
け
い経

滄そ
う
か
い海

」
の
冠か

ん
ぼ
う
い
ん

帽
印
が
あ

り
、
左
側
に
は
落ら

っ
か
ん款
と
「
中
林

隆り
ゅ
う
け
い

経
」「
字あ

ざ
な
し子

達た
つ

」
の
銘め

い
い
ん印

が

あ
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
幸こ

う
ぜ
ん
ま
ち

善
町
に
あ
っ
た

佐
賀
県
西
松
浦
郡
役
所
に
飾
ら

れ
、
そ
の
後
、
伊
万
里
町
役
場
、

伊
万
里
市
役
所
へ
と
受
け
継
が

れ
、
現
在
は
、
伊
万
里
市
議
会

玄
関
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

美
術
的
価
値
が
高
く
、
ま
た

近
代
書
道
史
上
で
も
貴
重
な
の

で
、
昭
和
48
年
、
伊
万
里
市
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

中な

か

林ば
や
し

梧ご

竹ち

く

墨ぼ

く

せ

き跡 

聖せ

い

だ

い

ぶ

ん

め

い

代
文
明

〜
日に
ち
ろ露

戦
争
直
後
の
世せ
そ
う相

を
あ
ら
わ
し
た
書し
ょ
せ
い聖

の
書
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
㉝

　

男
女
の
あ
り
方
に
関
す
る
国
の

意
識
調
査
を
見
て
み
る
と
「
夫
は

外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に

対
し
、
昭
和
54
年
で
は
20
％
だ
っ

た
反
対
の
声
が
、
平
成
19
年
に
は

50
％
を
超
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
の
家
庭
の
役
割

分
担
を
見
る
と
家
事
の
ほ
と
ん
ど

は
、
ま
だ
女
性
が
担
っ
て
い
る
実

情
が
あ
り
ま
す
。
特
に
佐
賀
県
の

男
性
の
家
事
関
連
時
間
は
、
昨
年

の
社
会
生
活
基
本
調
査
で
一
日
平

均
33
分
と
全
国
46
位
に
あ
り
、
県

で
は
今
、
あ
の
手
こ
の
手
で
男
性

の
家
事
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

★
家
事
、
育
児
、
介
護

　

家
庭
で
積
極
的
に
協
力
し
あ
い

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

仕
事
だ
け
で
な
く
、
家
庭
に
も
前

向
き
な
家
族
の
姿
は
、
子
ど
も

た
ち
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
で

し
ょ
う
。

　

教
育
現
場
で
も
、
幼
児
期
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
す
教
育

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
男
女
混
合
名
簿

　

〜
混
ぜ
っ
こ
っ
て
い
い
ね
〜

　

出
欠
の
点
呼
な
ど
教
育
現
場
の

『
名
簿
』
は
女
と
男
に
分
か
れ
、
理

由
も
な
く
男
が
先
に
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。
男
女
の
区
別
が
必

要
な
い
場
合
に
は
、
50
音
順
や
生

年
月
日
順
な
ど
の
名
簿
の
利
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
発
育
測
定
の
場
な

ど
で
は
、
男
女
別
と
い
っ
た
上
手

な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
心
に
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
差
別
の
種
を
ま
か

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

　

お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社
会
を

め
ざ
し
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
、
わ
た
し

に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎　

３
１
８
６
）

◯23

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会　

い
ま
り
プ
ラ
ザ

身近なところから、できることを見つけて

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
か
ら
ま
も
な
く
７
年
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松尾克美さんに『現代の名工』の栄誉

白熱！玉入れ選手権は女性軍団が総ナメ

　全国の卓越した技能者を表彰する『現代の名工』に選
ばれた大坪町の木製建具製造工・松尾克美さんが市役所
を訪れ、塚部市長に受賞を報告しました。伝統技法の組
子細工への取組みなどが評価された松尾さんは「非常に
光栄です。なお一層頑張ります。」と喜びを語りました。

　『やってみゅーだ 2007in 大川町』が大川運動広場で
開催されました。体育館では恒例となった『第５回佐
賀県玉入れ選手権』が行われ、市内外の 36 チームが
参加して熱戦を展開。結果は上位３チームを女性軍団
が独占し、地元大川町の『A メイト』が優勝しました。

1��007.1�

　築 200 年を超える立花町の前田家住宅（国登録有形
文化財）がこの秋一般公開され、お月見コンサートと
陶磁器展が開かれました。これは、市内の歴史研究グ
ループ『大坪塾』が、前田家住宅の魅力を市内外に広
めようと取り組んでいるもので、美しい満月に灯され
た中での琴やコーラス、また、市内の６窯元が正月や
節句など祝いの日をイメージした器のテーブルコーデ
ィネートに、集まった多くの観客が魅了されました。

秋を彩る『晴れの日』前田家住宅に魅了

ホールいっぱいに元気な歌声が響く
　市内 23 保育園の年長児と立花と山代老人クラブが
参加した『心ふれあいうたフェスタ 2007』が市民会
館でありました。園児たちは、数園合同で歌や振り付け、
手話ソングも披露。ホールいっぱいに響く元気な歌声
に、超満員の会場からは大きな拍手が送られました。

10.19

11.4

11.8

11.3

10.25

松尾克美さん

11.3
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アリス時代の名曲も熱唱「サンキュー！」
　伊万里秋祭りのプレイベントとして、市民会館で堀
内孝雄さんのコンサートがありました。堀内さんはお
得意の「サンキュー！」を連発しながら熱唱。アリス
時代の名曲『秋止符』『遠くで汽笛を聞きながら』など
ヒット曲の数々に、観客から大きな拍手が送られました。

奇祭『しめ縄切り』で五穀豊穣を祈願

1� �007.1�

　松浦町桃川の諏訪神社に伝わる奇祭『しめ縄切り』
が鹿路峠でありました。この日、武雄市側から通りか
かった唐津市団体職員の熊本義行さんが、刃をつぶし
た鎌で奮闘すること約５分、太さ 25 ㌢ほどのしめ縄
を切り終え、五穀豊穣と地区の安全を祈願しました。

新成人代表と市長がディスカッション
　今年度２回目の『市長と語ろう！夢・未来塾』が立
花公民館でありました。今回は、来年 1 月に行われる
成人式の実行委員会メンバーが、市の活性化の方策や
若者の働く場の確保など、郷土伊万里への熱い思いを
市長と共に語り合いました。

『人生の長距離ランナー』増田さん講演
　いまり浪漫大学の第３回講座が市民会館で開催され、
スポーツジャーナリストの増田明美さんが『自分という
人生の長距離ランナーとして』と題し講演しました。参
加者は、陸上長距離界のトップ選手として２度の世界記
録を塗り替えた増田さんの話に聞き入っていました。

９
・
16
水
害
座
談
会
in
南
波
多

水
害
の
教
訓
を
生
か
す
防
災
を

　

昨
年
９
月
16
日
に
起
き
た
台
風
13
号
に
伴

う
水
害
と
、
そ
の
対
策
な
ど
を
再
認
識
し
、

今
後
の
地
域
の
防
災
対
策
を
考
え
る
『
９
・

16
水
害
座
談
会
in
南
波
多
』
が
南
波
多
町
水

留
の
住
吉
神
社
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
武
雄
河
川
事
務
所

の
主
催
に
よ
る
も

の
で
、
安
政
４
年

（
１
８
５
７
年
）
の

水
害
の
痕
跡
な
ど
が

板
壁
に
残
っ
て
い
る

住
吉
神
社
内
に
ゴ
ザ

を
敷
き
、
塚
部
市
長

な
ど
行
政
関
係
者
と

地
域
の
住
民
代
表
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ

て
、
多
く
の
一
般
参

加
者
と
と
も
に
活
発

に
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
死

者
が
出
る
ほ
ど
の
大
災
害
と
な
っ
た
『
９
・

16
』
を
振
り
返
り
、
道
路
な
ど
の
被
災
情
報

を
地
域
か
ら
行
政
へ
積
極
的
に
発
信
す
る
ほ

か
、
日
ご
ろ
か
ら
住
民
同
士
が
緊
密
に
連
携

し
て
災
害
に
備
え
る
な
ど
、
緊
急
時
の
情
報

収
集
・
伝
達
の
あ
り
方
や
地
域
の
自
助
・
共

助
を
進
め
る
た
め
の
自
主
防
災
組
織
の
強
化

な
ど
の
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

10.30

10.19

10.28

10.19

10.22



父
母
の
如
く
介
護
に
年
暮
る
る

久
し
ぶ
り
師
走
を
忘
る
る
小
春
日
よ
干
場
は
ど
こ

も
ひ
と
日
賑
は
ふ

二
里
町
大
里

米
岡　

す
み
れ

田
中　

文
子

伊
万
里
町
搦
町

　

午
前
の
部
で
は
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
開
設
さ
れ
、
来
年
３
月
ま

で
に
13
講
座
が
開
か
れ
る
『
さ
わ

や
か
い
ま
り
健
康
づ
く
り
大
学
』

の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
受
講
生
な
ど
約
160

人
が
『
健
康
づ
く
り
と
運
動

に
つ
い
て
』
と
題
し
た
記
念

講
演
な
ど
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
親
子

で
楽
し
め
る
多
彩
な
催
し
が

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
恒
例

の
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
よ
ち

よ
ち
大
会
は
、
元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
途

中
で
泣
き
出
す
赤
ち
ゃ
ん
も

い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
一
生

懸
命
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

日
本
一
健
康
長
寿
の
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
『
い
き
い
き

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
』
が
10
月

28
日
、
伊
万
里
公
民
館
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
相
撲
九
州
場
所
を
前
に
、
東

関
部
屋
の
人
気
力
士
の
高
見
盛
関

な
ど
一
行
18
人
が
、
11
月
６
日
と

７
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長

生
園
や
黒
川
小
学
校
、
山
代
東
小

学
校
を
訪
れ
、
お
年
寄
り
や
児
童

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

６
日
、
長
生
園
で
は
、
お
年
寄

り
か
ら
力
士
た
ち
へ
「
冬
の
稽
古

は
ま
わ
し
た
け
で
寒
く
な
い
で
す

か
」「
年
に
何
回
親
と
会
い
ま
す
か
」

な
ど
と
質
問
。
高
見
盛
関
は
「
結

婚
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質

問
が
あ
る
と
、
照
れ
な
が
ら
「
今

は
相
撲
の
こ
と
で
一
生
懸
命
で

す
」
と
答
え
会
場
を
沸
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

翌
７
日
は
、
国
見
台
相
撲
場
で

恒
例
の
朝
稽
古
を
終
え
た
力
士
た

ち
は
、
午
後
か
ら
黒
川
小
学
校
と

山
代
東
小
学
校
を
訪
問
。

　

山
代
東
小
学
校
で
は
、
体
育
館

で
親
方
や
力
士
た
ち
と
一
緒
に
、

児
童
た
ち
が
出
場
し
た
市
少
年
相

撲
大
会
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
。
取
り

組
み
ご
と
に
力
士
か
ら
「
腰
を
低

く
し
て
」「
立
ち
合
い
は
も
っ
と
踏

み
込
ん
で
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
た
ち
は
、
力
士
た

ち
と
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
で
楽
し

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

泣
い
て
も
ゴ
ー
ル
ま
で
頑
張
っ
た
よ
！

い
一
時
を
過
ご
し
、
ゲ
ー
ム
に
勝

っ
た
１
年
生
は
ご
ほ
う
び
と
し
て

力
士
た
ち
か
ら
『
だ
っ
こ
』
を
し

て
も
ら
い
大
喜
び
の
表
情
で
し
た
。

　

最
後
に
児
童
を
代
表
し
て
６
年

生
の
小
原
木
智
哉
く
ん
が
「
テ
レ

ビ
と
は
違
い
、
体
の
大
き
さ
や
迫

力
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
九
州
場
所
で
の
活
躍
を
み

ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
１
年
生
が
学
校
で
育
て

た
さ
つ
ま
い
も
約
20
㌔
と
伊
万
里

梨
を
力
士
た
ち
に
贈
り
ま
し
た
。

東
関
部
屋
の
『
お
す
も
う
さ
ん
』
と
交
流

記
念
撮
影
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
ふ
れ
あ
い

高見盛関と記念撮影☆

力士たちと楽しくじゃんけんゲーム

1��007.1�
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■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク　

　

右
下
の
山
は
『
青
』
で
、
南
波

多
の
シ
ン
ボ
ル
大
野
岳
。
西
日
本

屈
指
の
果
樹
（
梨･

巨
峰
ぶ
ど
う
）

の
生
産
地
を
現
し
、
左
下
の
黄
色

い
丸
は
梨
、
三
つ
の
丸
は
巨
峰
ぶ

ど
う
を
意
味
し
、
緑
豊
か
な
自
然

の
中
で
町
の
振
興･

活
性
化
が
続

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■
公
民
館
愛
称

　
『
伝
統
と
未
来
を
つ
な
ぐ
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
波
多
』

■
町
花　

梨
の
花　
　

■
町
木　

樫

　

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

南波多町

古
ふる

川
かわ

 美
み

咲
さき

さん (18 歳 )

★
お
仕
事
は

　

今
年
の
４
月
か
ら
伊
万
里
信
用

金
庫
黒
川
支
店
に
勤
め
て
い
ま

す
。
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
大
変
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
と
出
会
え

て
楽
し
い
で
す

★
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は

　

ス
ポ
ー
ツ
す
る
こ
と
よ
り
も
観

る
こ
と
の
方
が
好
き
で
す
ね
。

シ
ー
ズ
ン
で
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
を
観
て
応
援
し
て
い
ま
す

★
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

同
級
生
な
ど
と
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
た
り
し
て
い
ま
す

★
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

　

景
色
の
き
れ
い
な
フ
ラ
ン
ス
へ

旅
行
し
た
い
で
す
ね

★波多津町井野尾

★みずがめ座・Ｏ型
　

ぼ
く
は
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
や
弟
の

翔し
ょ
う

大た

と
ゲ
キ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ご
っ
こ

を
す
る
の
が
大
好
き
。
翔
大
と
は

ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
仲
良
し
だ
ょ

‼
妹
の
優ゆ

う

香か

は
ま
だ
小
さ
い
か
ら

優
し
く
遊
ん
で
あ
げ
る
ん
だ
♥
ス

イ
ミ
ン
グ
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
習

い
事
も
始
め
た
よ
♪
今
は
『
リ
ス

の
子
守
歌
』
を
練
習
中
で
す
♬

田
た

中
な か

 遥
は る

翔
と

くん

　

遥
翔
の
元
気
さ
と
優
し
い
心
が
大

好
き
だ
よ
♥
い
つ
ま
で
も
弟
妹
と
一

緒
に
仲
良
く
の
び
の
び
育
っ
て
ね
☀

★智博・美絵さんの長男

★東山代町長浜

(　　)５歳
７か月

愛称『伝統と未来をつなぐ町　南波多』

江口 高士　館長



1� 月の市民スポーツ

1� 月の町民スポーツ

16�007.1�

１日（土）
●東山代町民歩こう会
　７時45分開会　東山代公民館〜山ン寺
●山代町山ン寺歩け歩け大会
　８時開会　山代公民館〜山ン寺
９日（日）
●波多津町内一周子ども駅伝大会
　８時30分開会　波多津町内
●波多津町子ども会親子卓球大会
　８時30分開会　波多津体育館
●山代町子ども会連合会駅伝大会
　13時開会　山代町内
１月１日（火）
●牧島地区新春歩こう走ろう会
　８時開会　牧島地区内
●大川内町新春走ろう会
　８時開会　大川内町内
●東山代町新春走ろう歩こう会
　８時50分開会　東山代町内

　

11
月
４
日
、
伊
万
里
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル･

フ
ェ
ス
タ
in
国
見
台
が
国

見
台
野
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
少
年
野
球･
中
学
野

２日（日）
●伊万里ジュニア駅伝
　９時開会　国見台陸上競技場周辺
８日（土）
●伊西地区中学生
　バスケットボール新人大会
　８時30分開会　国見台体育館
16 日（日）
●市内バドミントン
　混合ダブルス選手権大会
　９時開会　国見台体育館
●市卓球選手権大会
　９時開会　青嶺中学校体育館

球･

高
校
野
球
大
会
の
決
勝
戦
を

同
日
に
開
催
し
、
地
区
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
と
野
球
少
年
の
熱
い
戦
い

を
、
市
民
に
観
戦
し
て
も
ら
お
う

と
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
第
２
試
合
と
な
っ
た

第
24
回
伊
万
里
市
議
会
議
長
旗
争

奪
中
学
生
野
球
大
会
の
決
勝
戦
は
、

山
代
中
と
南
波
多
中
の
対
戦
と
な

り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
４
回
ま
で
投
手
戦
で
、

両
チ
ー
ム
と
も
に
無
得
点
。
５
回

表
、
山
代
中
は
一
死
か
ら
４
連
続

四
死
球
で
先
取
点
を
奪
う
と
、
な

お
も
満
塁
か
ら
金
子
雄
紀
選
手
、

西
山
遼
選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ

ト
、
横
尾
和
希
選
手
の
走
者
一
掃

三
塁
打
な
ど
、
こ
の
回
、
打
者
14

　

11
月
６
日
、
県
中
学
校
駅
伝
大

会
が
白
石
町
ふ
く
ど
み
マ
イ
ラ
ン

ド
公
園
コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
か
ら
男
女
そ

れ
ぞ
れ
23
チ
ー
ム
が
出
場
。
男
子

は
、
連
覇
を
め
ざ
し
た
伊
万
里
中

で
し
た
が
、
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
さ

れ
る
苦
し
い
レ
ー
ス
展
開
。

　

終
盤
の
５
、
６
区
で
区
間
賞
を

獲
得
す
る
力
走
で
追
い
上
げ
ま
し

た
が
、
優
勝
し
た
山
内
中
に
わ
ず

か
１
秒
差
で
惜
し
く
も
敗
れ
２
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
男
子　

２
位　

伊
万
里
中

　
　
　
　

６
位　

青
嶺
中

◆
女
子　

３
位　

伊
万
里
中

佐
賀
県
中
学
校
駅
伝
大
会

１
秒
差
で
惜
し
く
も
準
優
勝

伊
万
里
中
学
校
（
男
子
）

人
の
猛
攻
で
一
挙
に
10
得
点
を
奪

い
試
合
を
有
利
に
進
め
ま
し
た
。

　

粘
る
南
波
多
中
は
、
６
回
裏
、

四
球
と
ヒ
ッ
ト
で
２
、
３
塁
の
チ

ャ
ン
ス
を
つ
く
る
と
、
前
田
佳
樹

選
手
の
ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
返
し
ま

し
た
が
、
後
続
が
打
ち
取
ら
れ
、

結
果
、
７
回
裏
を
無
得
点
に
抑
え

た
山
代
中
が
10
対
１
で
見
事
に
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
他
の

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
第
５
回
市
軟
式
野
球
連
盟

　
　
　
　

会
長
杯
少
年
野
球
大
会

▼
第
１
試
合　

２
対
１

▽
優　

勝　

立
花
少
年
野
球

▽
準
優
勝　

松
浦
少
年
野
球

■
第
�0
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里

　

地
区
高
等
学
校
野
球
秋
季
大
会

▼
第
３
試
合　

５
対
４
（
延
長
11
回
）

▽
優　

勝　

敬
徳
高
校

▽
準
優
勝　

伊
万
里
農
林
高
校

　

広
報
伊
万
里
11
月
号
で
ご
紹

介
し
た
、
第
39
回
小
学
校
陸
上

運
動
大
会
成
績
の
氏
名
に
、
次

の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

【
走
幅
跳
６
年
男
子
】

誤　

１
位　

古
竹　

亮
（
黒
川
小
）

正　

１
位　

古
竹　

亨
（
黒
川
小
）

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び

第
24
回
伊
万
里
市
議
会
議
長
旗
争
奪
中
学
生
野
球
大
会

  
５
回
に
一
挙
10
得
点  

山
代
中
優
勝
！

優勝した山代中学校野球部ナイン
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第
２
回
夢
み
さ
き
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
が
、
10
月
28
日
、
黒

川
町
の
い
ま
り
夢
み
さ
き
公
園
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
素
晴
ら
し
い
景

観
の
中
で
、
走
る
喜
び
を
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
同
町
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
実
行
委
員
会
が
主
催
。
当

日
は
、
市
内
外
の
小
学
４
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
162
人
が
出

第
38
回 

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

伊
万
里
チ
ー
ム　

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
！

男
子
６
連
覇
・
女
子
３
連
覇
達
成
!!

場
し
、
小
学
生
と
中
学
生
女
子
が

２
㌔
、
中
学
生
男
子
が
３
㌔
の
コ

ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
区
長
会
、

婦
人
会
に
よ
る
お
い
し
い
だ
ご
汁

が
振
る
舞
わ
れ
、
選
手
や
応
援
者

な
ど
大
満
足
の
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

第２回  夢みさきクロスカントリー大会

　

第
38
回
伊
万
里
市
民
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
、
11
月
11
日
、
国
見

台
体
育
館
と
山
代
中
学
校
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
男
子
６
チ
ー
ム
、

女
子
11
チ
ー
ム
が
出
場
。
今
年

も
伊
万
里
チ
ー
ム
の
強
さ
は
健
在

で
、
男
子
は
６
連
覇
、
女
子
は
３

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】

▼
優　

勝　

伊
万
里

▼
準
優
勝　

黒　

川

【
女
子
】

▼
優　

勝　

伊
万
里

▼
準
優
勝　

大　

坪

▼
３　

位　

立　

花
、
大　

川

選手たちは 力走！快走！



で
き
ま
す
（
返
済
期
間
に
含
む
）

●
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

※
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
、
ス
テ

ッ
プ
返
済
も
で
き
ま
す

●
申
込
・
問
合
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０　

０
０
８
６
５
６
）

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
佐
賀
支
店

（
☎
０
９
５
２
㉒
３
３
４
１
）
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くらしのお
知
ら
せ

さ
が
県
民
手
帳
を

販
売
し
て
い
ま
す

利

用

で

き

ま

す

国
の
教
育
ロ
ー
ン

石
綿
健
康
管
理
手
帳
の

交
付
要
件
が
緩
和

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　

120
か
月
を
超
え
る
人

●

問
合
先　

伊
万
里
労
働
基
準
監

督
署
（
☎
㉓
４
１
５
５
）

　

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
人
の

保
護
者
で
、
給
与
所
得
者
に
つ
い

て
は
世
帯
の
年
間
収
入
が
990
万
円

以
内
、
事
業
所
得
者
に
つ
い
て
は

世
帯
の
年
間
収
入
が
770
万
円
以
内

の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

●

融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
に

つ
き
200
万
円
以
内

●

返
済
期
間　

10
年
以
内
。
交
通

遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の

人
は
１
年
の
延
長
が
可
能
で
す

●
利　

率　

年
２
・
50
％

（
平
成
19
年
５
月
10
日
現
在
）

●

措
置
期
間　

在
学
期
間
内
で
元

金
の
返
済
を
据
え
置
く
こ
と
が

　

10
月
１
日
か
ら
石
綿
健
康
管
理

手
帳
の
交
付
要
件
が
緩
和
さ
れ
、

交
付
対
象
者
と
し
て
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
が
追
加
さ
れ
て

　

平
成
20
年
版
さ
が
県
民
手
帳
を

市
役
所
別
館
の
売
店
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
手
帳
と
し
て
の
機
能
は

も
ち
ろ
ん
、
県
内
市
町
の
イ
ベ
ン

ト
や
官
公
庁
の
所
在
地
な
ど
、
仕

事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
多

数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
価　

格

▽
大
型　

650
円
（
14.2
㌢
×
9.0
㌢
）

▽
小
型　

500
円
（
10.8
㌢
×
7.5
㌢
）

●
色　
　

若
葉

●

問
合
先　

情
報
広
報
課
市
民
サ

ー
ビ
ス
係
（　

☎
㉓
２
１
３
３
）

い
ま
す
。

１
次
の
①
〜
③
の
作
業
に
１
年
以

　

上
従
事
し
て
い
た
人
（
た
だ
し
、

　

初
め
て
石
綿
の
粉
じ
ん
に
ば
く

　

露
し
た
日
か
ら
10
年
以
上
経
過

　

し
て
い
る
人
）

　

①
石
綿
等
の
製
造
作
業

　

②
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る

　

保
温
材
等
の
張
付
け
、
除
去
等

　

の
作
業

　

③
石
綿
等
の
吹
付
け
の
作
業
ま

　

た
は
石
綿
等
が
吹
き
付
け
ら
れ

　

た
構
築
物
等
の
解
体
等
の
作
業

２
石
綿
等
を
取
り
扱
う
作
業
（
１

　

の
作
業
は
除
く
）
に
10
年
以
上

　

従
事
し
て
い
た
人

３
前
記
１
、
２
の
両
方
に
従
事
し

て
い
た
人
（
た
だ
し
、
初
め
て

石
綿
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
し
た

日
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
人
）
で
、
１
の
月
数
の
10
倍

の
月
数
と
２
の
月
数
の
合
計
が



民事訴訟最終通告書
平成 19 年 9 月 15 日

　この度、ご通知致しましたのは、貴方の納付されて
いない消費料金について契約会社、運営会社から民事
訴訟として、訴状の提出をされ、訴訟手続きが開始さ
れている事をご通知いたします。
　このままご連絡なき場合、下に設けられた訴訟取り
下げ最終期日を経て特別送達による出廷命令が送付さ
れます。尚、裁判後の措置として裁判所による執行証
書の交付のもと給料差し押さえ、及び動産物、不動産
の差し押さえを裁判所執行官の立会いのもと強制的に
履行させて頂きますのでご了承下さい。
　訴訟内容及び、訴訟取り下げ等のご相談に関しまし
ては、受付時間内にて承っておりますので管理課職員
までお問い合わせ下さい。尚、書面での通達となりま
すのでプライバシー保護のためご本人様からご連絡い
ただきますようお願い申し上げます。以上をもちまし
て最終通告とさせて頂きます。

　訴訟番号　平成 19 年（イ）第 4413 号
　訴訟取り下げ最終期日　　平成 19 年９月 18 日
　　　　　　　　（管理課）　0120 ー×××ー×××
　　　　　　　　　受付時間　　９：00 〜 18：00
　　　　　　　　　休日　　　　土日・祝祭日
　〒 102-0071
　東京都千代田区××× ××× - ×
　法務省認定法人　　××××管理事務局

　
『
に
こ
に
こ
く
ら
ぶ
講
座
・
後

期
』
を
平
成
20
年
３
月
28
日
（
金
）

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
障
害
の

あ
る
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
内　

容　

①
和
紙
づ
く
り
（
月
・
水
・
金
）

②
野
菜
づ
く
り
（
火
・
木
）

　佐賀県（地域別）最低賃金が改正され、
平成 19 年 10 月 28 日から 619 円（時間額）
となりました。
　なお、精皆勤手当、通勤手当、家族手
当および時間外手当は算入されません。

● 問合先　佐賀労働局労働基準部賃金室
（　☎ 0952㉜ 7179）

　

犬
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
犬
と
散
歩
を
す
る
と
き
は
必

ず
リ
ー
ド
を
付
け
、
ま
わ
り
の
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ほ
か
の
人
が
嫌

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
球
に
や
さ

し
い
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
『
食
事
』
は
、

生
産
か
ら
買
い
物
、
調
理
、
後
片

付
け
ま
で
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
い
ま
す
。
地
元
産
食
材

を
使
っ
て
、
実
際
に
調
理
し
て
み

て
、
楽
し
く
省
エ
ネ
し
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

平
成
20
年
１
月
26
日

（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー
調
理
室

●
対　

象　

小
学
４
年
生
以
上
。
た

　

だ
し
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

くらしの 
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和
紙
づ
く
り
な
ど

奮
っ
て
ご
参
加
を

犬
と
散
歩
す
る
と
き
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

地
元
産
食
材
を
使
っ
て

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

●
定　

員　

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

参
加
料　

500
円
（
材
料
費
）

●
申
込
締
切　

　

平
成
20
年
１
月
15
日
（
火
）

●

申
込
・
問
合
先　

生
活
環
境
課

（　

☎
㉓
２
１
４
４
）

架空請求ハガキにご注意！

佐賀県の最低賃金が改定されました

※上記は、実際に送られてきた『架空請求ハガキ』
　の一例です

●問合先　情報広報課市民サービス係
（　☎㉓ 2136）　　

　突然、まったく知らない業者や債権回収業

者を名乗る者から、身に覚えのない請求のハ

ガキ（または封書）が届き、「早急に連絡を」

「連絡がないときは法的手続きや職場に連絡

する」などと脅迫的な内容が記されています。

な
思
い
を
し
な
い
よ
う
袋
を
持
参

し
て
、
散
歩
中
の
ふ
ん
は
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

生
活
環
境
課

（　

☎
㉓
２
１
４
４
）

③
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
（
水
）

●
時　

間　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会　

場　

N
P
O
法
人
に
こ
に

こ
く
ら
ぶ
（
東
山
代
町
里
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

●

参
加
費　

①
②
は
１
０
０
０
円
、

③
は
１
か
月
に
つ
き
１
０
０
０
円

●

申
込
・
問
合
先　

に
こ
に
こ
く

ら
ぶ
事
務
局
（
☎
㉘
１
３
５
３
）

このようなハガキがきたら・・・

● 無視する
● 絶対に連絡しない
● 家族にも注意を呼びかける
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※
応
募
方
法
、
作
品
の
規
格
、
搬
入

搬
出
時
間
や
搬
入
場
所
な
ど
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●

問
合
先　
　

障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓
２
９
０
９
）

　
　
　
　
　

（　

⑳
１
２
１
５
）

　

▽
午
後
の
部　

２
時
〜

●

会　

場　

伊
万
里
市
木
工
芸
セ

ン
タ
ー
『
ピ
ノ
キ
オ
の
家
』

（
大
川
内
町
吉
田
）

●

定　

員　

各
回
20
人

●

費　

用　

工
具
使
用
料
100
円

　

材
料
費
（
飾
り
付
け
込
み
）
500

円
程
度

●

申
込
・
問
合
先　
　

伊
万
里
西
松

浦
森
林
組
合
（
☎
㉓
３
３
９
８
）

　

ピ
ノ
キ
オ
の
家（

☎
㉒
２
８
２
２
）

●●

対　

象　

市
内
お
よ
び
市
近
郊

に
在
住
の
男
性

●

期　

日　

平
成
20
年
１
月
21
日

（
月
）
か
ら
３
月
10
日
（
月
）
ま

で
の
毎
週
月
曜
日
（
全
８
回
）

●

時　

間　

午
後
６
時
〜
８
時

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー
調
理
室

●

定　

員　

24
人

●

費　

用　

　

受
講
料
５
０
０
０
円
、
材
料
費

６
０
０
０
円
（
全
８
回
分
）

●

申
込
期
限　

　

平
成
20
年
１
月
11
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

●

申
込
先　

市
民
セ
ン
タ
ー

（　

☎
㉒
３
９
１
１
）

ぼ
し
ゅ
う

カ
ル
チ
ャ
ー
入
門
講
座

『
男
の
料
理
教
室
』

●●

応
募
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た

は
市
外
施
設
に
入
所
中
の
伊
万

里
市
出
身
の
人
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
人

●

応
募
締
切

　

平
成
20
年
１
月
16
日
（
水
）

●

出
品
点
数　

自
作
の
も
の
で
一

人
３
点
以
内

●

作
品
種
類　

書
、
絵
画
、
写
真
、

手
芸
品
、
工
芸
品
、
作
文
、
詩
、

短
歌
、
俳
句
な
ど

●

展
示
期
間　

平
成
20
年
１
月
26

日
（
土
）
〜
１
月
28
日
（
月
）

●

展
示
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
文

化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
優
秀
作
品
は
表
彰
し
、
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

　

ピ
ノ
キ
オ
の
家
で
は
、
今
年
も

『
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
』
を
行
い
ま

す
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
楽
し

く
お
正
月
の
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
。

●

期　

日　

12
月
22
日
（
土
）、
23

日
（
日
）
24
日
（　

月
）

●

時　

間

　

▽
午
前
の
部　

11
時
〜

　

佐
賀
県
環
境
に
や
さ
し
い
県
民
運

動
推
進
会
議
で
は
、
省
エ
ネ
で
地
球

に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
る
『
地

球
環
境
家
族
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
の
方
法
を
紹
介
し
た
冊

子
な
ど
を
市
役
所
生
活
環
境
課
お

よ
び
各
町
公
民
館
の
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
み
ん
な

で
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
取

組
結
果
を
報
告
し
て
い
た
だ
い
た

ご
家
族
に
は
謝
礼
が
贈
ら
れ
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先　
　

佐
賀
県
環
境

に
や
さ
し
い
県
民
運
動
推
進
会
議

事
務
局
（
佐
賀
県
環
境
課
内
）

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
０
７
９
）

　

伊
万
里
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

と
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、
防
火
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す

●

応
募
方
法　

A
４
版
用
紙
に

次
の
事
項
を
記
載
し
、
郵
送

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送
信

し
て
く
だ
さ
い

【
表
面
】
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
案

【
裏
面
】
作
品
の
簡
単
な
説
明
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
jpg

形
式
ま
た
は
gif
形
式
で
、
500

　

以
下
に
限
り
ま
す

●

応
募
締
切

　

平
成
20
年
２
月
１
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

※
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
未
発
表
作
品

に
限
り
ま
す

※
詳
し
く
は
消
防
本
部
窓
口
に

備
え
付
け
の
募
集
要
項
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先　

　

消
防
本
部
予
防
課

（　

☎
㉓
２
１
１
８
）

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

『
地
球
環
境
家
族
』

ふ
れ
あ
い
（
障
害
者
）

文
化
祭
の
作
品
募
集

ピ
ノ
キ
オ
の
家
で

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

防
火
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

祝

kb
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12 月は地球温暖化防止月間です
●暖房の設定温度を �1 度から �0 度にすると・・・
　　　　　　　　　　　　　　　（１日９時間使用の場合）

　　エアコンの場合

　　　年間で電気 53.08kWh の省エネ　21.8 ㎏の CO2 削減

　　ガスファンヒーターの場合

　　　年間でガス 8.15 ㎥の省エネ　　  19.0 ㎏の CO2 削減

　　石油ファンヒーターの場合

　　　年間で灯油 10.22 ℓの省エネ　　25.4 ㎏の CO2 削減

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策

※（財）省エネルギーセンター『家庭の省エネ大辞典』より

■問合先　生活環境課（　☎㉓２１４４）

冬の室温は 20度を目安に暖房しましょう



人のうごき
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編

集

室

か

ら

　有田川河川敷を 3000 本の竹灯
籠で彩る『観竹祭り』が 11 月３日、
金武橋周辺でありました。訪れた
人たちが幻想的な光に癒される中、
昨年に続き『突然のプロポーズ』
が！結果を知りたい人は主催者の

『二里町をなんとかしゅう会』まで。

　

伊
万
里
が
生
ん
だ
２
大
詩
人
・
片

岡
繁
男
さ
ん
と
犬
塚
堯
さ
ん
の
肉
筆

の
書
や
詩
集
な
ど
を
展
示
す
る
『
片

岡
繁
男
・
犬
塚
堯
文
学
館
』
が
市
民

図
書
館
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
人
の
生
き
ざ
ま
や
作
品
に
触
れ

る
機
会
を
作
ろ
う
と
『
常
設
コ
ー
ナ

ー
設
置
委
員
会
』
の
皆
さ
ん
が
寄
付

活
動
を
行
い
、
多
く
の
市
民
か
ら
の

寄
付
に
よ
っ
て
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
開

設
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

同
文
学
館
に
は
、
片
岡
繁
男
さ
ん

関
連
が
約
100
点
、
犬
塚
堯
さ
ん
関
連

が
約
65
点
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
図
書
館
に
で
き
た
『
片
岡
繁
男
・

犬
塚
堯
文
学
館
』
に
足
を
運
ん
で
、

２
人
の
す
ば
ら
し
い
世
界
に
ぜ
ひ
触

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

伊
万
里
讃
歌

八　

終
詩

伊
万
里
伊
万
里
と
呼
ん
で
ご
ら
ん

ふ
る
さ
と
伊
万
里
が
返
事
す
る

お
お　

こ
れ
が
君
の
ふ
る
さ
と

君
ら
の
父
祖
を
育
て
た
く
に
だ

山
々
が
並
び　

川
は
海
へ
と

伊
万
里
の
湾
が
は
ら
ら
と
ひ
か
る

市
民
グ
ル
ー
プ
の
寄
付
活
動
で
実
現

★
犬い

ぬ 

塚つ
か　

 

堯ぎ
ょ
う

　

大
正
13
年　

旧
満
州
に
生
ま

　

れ
る
。
父
・
秀
は
瀬
戸
町

　
（
旧
牧
島
村
）、
母
・
ミ
サ

　

ヲ
は
松
島
町
の
出
身

昭
和
25
年　

東
京
大
学
卒
業
、

　

朝
日
新
聞
社
に
入
社

昭
和
34
年　

第
４
次
南
極
隊

　

に
特
派
さ
れ
る

昭
和
44
年　

第
一
詩
集
『
南

　

極
』
に
よ
り
第
19
回
H
氏

　

賞
を
受
賞

昭
和
59
年　
『
河
畔
の
書
』
に

　

よ
り
第
２
回
現
代
詩
人
賞

　

を
受
賞
。
朝
日
新
聞
監
査

　

役
に
就
任

平
成
３
年　

九
州
朝
日
放
送

　

顧
問
に
就
任
。
伊
万
里
讃

　

歌
全
８
章
を
完
成

平
成
11
年　

死
去

※
そ
の
他
の
主
な
著
作

　
『
折
り
折
り
の
魔
（
詩
集
）』

　
『
犬
塚
堯
全
詩
集
』

片岡繁男・犬塚堯 文学館片岡繁男・犬塚堯 文学館

　

士
と
な
る

昭
和
17
年　

伊
万
里
ホ
ト
ト

　

ギ
ス
会
結
成

昭
和
28
年　

文
芸
同
人
誌『
白

　

磁
』
発
行

昭
和
54
年　

長
編
小
説
『
鷺

　

舞
』
で
第
12
回
九
州
文
学

　

賞
を
受
賞

昭
和
54
年　
『
交
響
詩
伊
万

　

里
』
を
作
詞

平
成
14
年　
『
片
岡
繁
男
の

　

世
界
展
並
び
に
シ
ン
ポ
ジ

　

ウ
ム
』
開
催

※
そ
の
他
の
主
な
著
作

　
『
祈
禱
（
詩
集
）』、
大
坪
小

　

な
ど
市
内
９
校
の
校
歌
等

★
片か

た 

岡お
か 
繁し

げ 
男お　

大
正
４
年　

伊
万
里
町
に
生

　

ま
れ
る

昭
和
８
年　

伊
万
里
商
業
学

　

校
卒
業
後
、
九
州
帝
国
大

　

学
医
学
部
口
腔
外
科
歯
科

　

教
室
な
ど
を
経
て
医
学
博

市
民
図
書
館
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設

　　　　いつかまた僕は
（犬塚堯『河畔の書』より）

『祈
き

禱
とう

』『聖ジュワンの水』
　　　　　　　　（片岡繁男）

伊万里が生んだ２大詩人

　

こ
の
写
真
は
、
東
関
部

屋
の
国
見
台
相
撲
場
で
の

朝
稽
古
の
一
コ
マ
で
す
。

　

高
見
盛
関
の
胸
を
借
り

て
稽
古
を
す
る
の
は
、
啓

成
中
１
年
の
川
原
清
志
く
ん
。
昨
年
も
こ
の
朝

稽
古
で
汗
を
流
し
た
川
原
く
ん
の
体
は
、
一
段

と
大
き
く
な
り
貫
禄
十
分
。
相
撲
界
は
今
『
朝

青
龍
騒
動
』
や
『
し
ご
き
』
問

題
な
ど
で
人
気
が
低
迷
気
味
で

す
が
、
相
撲
を
志
す
少
年
の
輝

い
た
瞳
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

ほ
し
く
な
い
も
の
で
す
。（
健
）




